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市
内
の
脳
血
管
疾
患
の
死
亡

率
は
県
平
均
よ
り
高
く
、特
定
健

康
診
査
の
結
果
で
は
、例
年
受
診

者
の
３
割
弱
の
人
が
高
血
圧
で
、

「
要
医
療
」判
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
血
圧
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と

し
て
食
塩
の
取
り
過
ぎ
、野
菜
不

足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
食
生
活
の
目
安
と
し
て
、

東
北
大
学
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ

ガ
バ
ン
ク
機
構
と
Ｃ
Ｏ
Ｉ
東
北
拠

点
と
協
力
し
て
２
０
１
７
年
か
ら

特
定
健
康
診
査
時
に「
尿
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
比（
以
下
、ナ
ト

カ
リ
比
）」の
測
定
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
場
で
す
ぐ
塩
分
と
野
菜
の

摂
取
バ
ラ
ン
ス
を
数
値
で
見
え
る

化
す
る
こ
と
で
、市
民
が
食
生
活

習
慣
に
新
た
な
関
心
を
示
す
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
「
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
分
）」の
摂
取

量
を
減
ら
し
な
が
ら
体
内
の
余
分

な
塩
分
を
外
に
排
出
し
て
く
れ
る

「
カ
リ
ウ
ム
」を
含
む
野
菜
や
果
物

の
摂
取
量
を
増
や
す
と
い
う「
適

塩
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に「
減
塩
」と

い
う
マ
イ
ナ
ス
視
点
か
ら「
野
菜

を
食
べ
よ
う
」と
い
う
プ
ラ
ス
の

視
点
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
具
体
的
で
実
現
可
能
な
生
活

習
慣
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

■
５
年
間
で
ナ
ト
カ
リ
比
低
下

　

取
り
組
み
を
開
始
し
た
17
年
か

ら
21
年
ま
で
の
５
年
間
、継
続
し

て
受
診
し
た
測
定
者
８
３
３
０
人

の
ナ
ト
カ
リ
比
の
値
は
男
女
と
も

に
低
下
し
、ナ
ト
カ
リ
比
測
定
後

の
住
民
の
食
行
動
に
変
化
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、収
縮
期
血
圧（
最
高
血

圧
）に
つ
い
て
は
、取
り
組
み
を
始

め
て
か
ら
３
年
間
は
低
下
し
ま
し

た
が
、20
・
21
年
に
お
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、低
下
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
生
活
習
慣
の

変
化
や
健
診
会
場
に
お
け
る
雰
囲

気
の
変
化
が
影
響
し
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
良
好
な
ナ
ト
カ
リ
比
の

値
を
目
指
し
て
啓
発
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

■
登
米
の
豊
富
な
地
場
産
野
菜

と
ナ
ト
カ
リ
の
考
え
方
を
結
び
付

け
た
啓
発

〜
食
と
農
の
連
携
推
進
事
業
〜

　

市
民
が
適
塩
と
野
菜
摂
取
ア
ッ

プ
を
意
識
し
た
食
生
活
の
改
善
を

す
る
こ
と
で
、市
内
の
豊
富
な
地

場
産
野
菜
の
消
費
に
つ
な
が
る
よ

出典：データからみたみやぎの健康 概要版
（2020年度版）

　ナトリウム（塩分）
　カリウム（野菜や果物）

う
東
北
大
学
・
Ｃ
Ｏ
Ｉ
東
北
拠
点
、

登
米
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
、カ
ゴ
メ
と
協
力
し
て
２
つ
の

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

紹
介
し
ま
す
。

▼
取
り
組
み
❶

「
ナ
ト
カ
リ
レ
シ
ピ
で
地
場
産
野

菜
摂
取
ア
ッ
プ
事
業
」

▼
取
り
組
み
❷

「
野
菜
た
っ
ぷ
り
！
適
塩
ナ
ト
カ

リ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」

ナトカリ比測定結果の見方
□1.6 未満：非常に良好でした
□1.6 以上 4.1 未満：良好でした
□4.1 以上：ナトカリ比のバランス 
　 に注意が必要ですナトカリ比＝

尿
ナ
ト
カ
リ
比
値

■標準化該当比とは
　特定健診の有所見率や質問票の回答率
を、年齢構成による差を取り除き、市町村間
比較するために平均を 100 として相対値
で表したもので、当該市町村の標準化該当
比が100より大きい場合は、平均と比べて
出現割合が高いことを示しています。

※赤字は有意であることを示しています。
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市 HP「食育・栄養」
ＱＲコード
登米野菜を使ったナトカリレシピ調理動画

　市食生活改善推進協議会は、東北大学・ＣＯＩ東北
拠点やカゴメの協力により、ナトリウムとカリウムの
摂取バランス（ナトカリバランス）の視点を加えた配布
用レシピと調理動画を作成し、昨年11 月１から 30 日ま
での期間、市内５カ所の道の駅と３カ所の物産施設の
地場野菜コーナーに設置し、登米の野菜を購入して、家
庭でも野菜の食べ方を楽しんでもらえるよう啓発を推
進しました。
　高血圧の大きな原因として、食塩の取り過ぎ、野菜不
足などが挙げられることから、「登米の大地で育まれ
る大地のちから」を生かして適塩に取り組んでいきま
しょう。

【問い合わせ】
市民生活部健康推進課
（地域保健係）
☎ 0220（58）2116

掲載の６レシピの調理動画が見られます。
１．かぼちゃのおかか揚げ
２．ほうれん草とえのきの明太子炒め
３．ごろごろキャベツのスープ
４．白菜とにんじんのピリ辛きんぴら
５．れんこんと豚肉の生姜炒め
６．きのこの豆乳鍋

ナトカリレシピとは？

塩分（ナトリウム）を控えめにし、野菜（カリウム）を
たっぷり使ったレシピです。

実現可能な生活習慣改善に向けた取り組み❶

市内の道の駅などの地場産野菜コーナーにレシピ集とレシピ動画の
モニタ―を設置。ナトカリ比を意識した食生活を推進しています。
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ナ
ト
カ
リ
レ
シ
ピ

　

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　

野
菜
た
っ
ぷ
り
！
適
塩
ナ
ト
カ

リ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

が
、１
月
18
日
に
迫
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、市
内
の
小

学
５
・
６
年
の
親
子
を
対
象
に
、適

塩
を
意
識
し
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
に
つ
い
て
知
り
、併
せ
て
地

場
産
野
菜
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
食
に
関
心
を
も

つ
機
会
に
し
て
も
ら
お
う
と
、市

で
初
め
て
企
画
し
た
事
業
で
す
。

　

市
内
で
採
れ
る
野
菜
を
使
い
、

う
す
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
レ
シ
ピ
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

77
作
品
の
応
募
が
あ
り
、優
秀
賞
・

ナ
ト
カ
リ
賞
・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
賞
・

カ
ゴ
メ
賞
と
し
て
各
２
作
品
、計

８
作
品
の
入
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
者
に
は
、市
内
産
の
木
工

品
や
野
菜
の
ほ
か
、調
理
グ
ッ
ズ
、

カ
ゴ
メ
商
品
の
詰
め
合
わ
せ
な
ど

に
加
え
、市
内
産
環
境
保
全
米
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
中
か
ら
２
作
品
が
、

３
月
に
市
内
の
学
校
給
食
で
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

今
号
で
は
、地
域
課
題
を
統
合

的
に
解
決
す
る
手
法
の
一
つ
の
取

り
組
み
と
し
て
、本
市
が
締
結
し

て
い
る
連
携
協
定
の
中
か
ら
、主

な
取
り
組
み
と
し
て「
適
塩
生
活

＝
ナ
ト
カ
リ
比
」を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

お
互
い
に
成
長
で
き
る
関
係
を

築
き
、健
康
課
題
解
決
を
通
し
て
、

地
域
の
健
康
長
寿
施
策
に
還
元
で

き
る
連
携
協
定
は
、本
市
に
と
っ

て
重
要
視
す
る
支
援
策
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

腎
臓
や
内
分
泌
系
な
ど
の
病
気

が
あ
る
場
合
を
除
け
ば
、血
圧
が

高
く
な
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
生

活
習
慣
に
あ
り
ま
す
。塩
分
を
取

り
過
ぎ
る
と
、血
圧
が
上
昇
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、適
塩
を

を
日
頃
か
ら
意
識
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

健
全
な
食
生
活
の
実
現
に
向
け

て
、「
野
菜
を
毎
日
食
べ
る
こ
と
」

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
が
国
や

県
の
健
康
・
栄
養
調
査
の
結
果
で

は
、１
日
の
野
菜
摂
取
目
標
量
に

あ
と
１
皿
分（
70
㌘
）が
不
足
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。成
人
に
必

要
な
１
日
の
摂
取
量
は
３
５
０
㌘
、

野
菜
70
㌘
を
１
皿
分
と
し
て
１
日

で
５
皿
分
が
目
安
で
す
。

　

家
庭
の
食
事
で
野
菜
を
あ
と
１

皿
プ
ラ
ス
し
て
、健
康
寿
命
延
伸

を
意
識
し
た
食
事
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

１日あたりの食塩目標量を知っていますか？

男性７．５㌘未満　女性６．５㌘未満

　日本人の食塩摂取量の推移などを参考に、生活習慣病の
発症予防と重症化予防のため、１日あたりの摂取目標量が
設定されています。
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2021

実現可能な生活習慣改善に向けた取り組み❷
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同署オリジナルヒーロー「トメルンダー」が、ワクチン接種に訪
れた来場者に還付金詐欺などへの対応法を説明しました。

　第22回自主企画展「石ﾉ森ふるさとマンガ作品展」が、
２月５日から３月６日まで石ﾉ森章太郎ふるさと記念
館で開かれました。
　作品展は、青少年の健全育成を目指し、マンガを通じ
て自由な自己表現の機会にしてもらうため企画。市内
の子ども園や市内外の小、中、高校などから231点の応
募がありました。作品は、石ﾉ森ヒーローだけでなく独
創性にあふれたオリジナルのキャラクターなど力作ぞ
ろい。園児たちが描いた元気いっぱいのライダーや審
査員をうならせるほどの完成度の高いイラストなどが
来館者を楽しませていました。

応募された全ての作品が、石ﾉ森ヒーロー作品やオリジナルのイ
ラスト、漫画などの部門別に展示されました。

　「特殊詐欺被害防止キャンペーン」（登米警察署主催、
熊谷康

やすし

署長）は２月15日、登米総合体育館で実施され、
同署員が来場者に啓発チラシなどを配布しました。
　県内では、税金や医療費などの還付名目でATMに
誘導して現金を振り込ませる還付金詐欺などの特殊詐
欺被害が多発。昨年は、市内でも６件約700万円の特殊
詐欺被害がありました。村上雅

まさ

典
の り

生活安全課長は「被害
者の多くは高齢者となっているので注意が必要です。
少しでも怪しいと感じたら、一人で判断しないですぐ
に家族や警察に相談してほしい」と特殊詐欺被害根絶
を呼び掛けました。

　ユネスコ無形文化遺産の「米川の水かぶり」は２月10
日、東和町米川地内で開かれ、男衆15 人が家の前に準
備された木桶の水を家々の屋根に掛けながら、火伏せ
を願いました。
　水かぶりは、五日町地区に800年以上前から伝わる伝
統行事。本年は、小学５年から66歳までの地域住民15
人がわら装束を身にまとい参加しました。昨年に続き、
感染拡大予防として、マスクの着用と検温、手指消毒な
どを徹底しての開催。来場者は少ないながらも、屋根に
水を掛けながら歩く男衆のほか、火伏せを願ってわら
を集める人など、伝統の光景が見られました。

雪が舞い散る中、男衆は木桶に入った水を屋根などに掛けなが
ら地域の防火を祈りました。



今月のホットライン
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発表した髙橋さんは「これからも一つ一つ目標をこなし、一人前
の板前になれるよう努めたい」と目標を語りました。

　障害者就業・生活支援センター「ゆい」の研修会は２
月18日、迫公民館で開かれ、20人が参加しました。
　研修では、発達障がいがあり、支援学校卒業後に正社
員として採用された髙橋拓

たく

斗
と

さん（21）＝迫町下舟丁＝
が「目標を持ってはたらく」をテーマに発表。就労先で
の実習から３年目の現在までに、苦労したことや頑張
ってきたことなどの体験を話しました。アドバイザー
の水落清

きよ

次
つ ぐ

さんは「発達障がいがある人にとってはメ
モを取ることもハードルが高いので、ホワイトボード
の利用やイラストや写真での指示などの配慮が必要」
と語りました。

　特集展示「ひな人形」が２月19日から３月21日まで市
歴史博物館で開かれています。
　同展示は、昨年度の企画展「桃と菖蒲の節句展」を見
た利用者からの「今年もひな人形を見たい」という声を
受けて企画。享

きょうほう

保雛
びな

や次
じ

郎
ろ う

左
ざ

衛
え

門
も ん

雛
び な

のひな人形のほか、
一緒に飾られていた御

ご

所
しょ

人形などの調度品も展示され
ています。企画した学芸員の小野寺智

とし

哉
や

さんは、「新型
コロナウイルス感染症の影響でさまざまな季節のイベ
ントが中止になる中で、ひな人形を見て、春の訪れを少
しでも感じてもらえたらうれしい」と企画に込めた思
いを話しました。

ひな人形や調度品は佐沼亘理家から寄贈された江戸時代のもの
で、刻まれた歴史や当時の人々の思いを感じることができます。

販売できるほど立派な出来栄えの絵手紙の掛け軸やかご、お面、
羽子板など、多数の力作が並び、訪れる人を魅了しました。

　「にしごう企画展」（西郷地区コミュニティ推進協議
会主催）が、2月17から19日まで西郷公民館で開かれま
した。
　企画展は、地域住民が趣味や教室で作った作品を展
示して、地域の皆さんに披露し楽しんでもらうために
開催。地域住民のほか、老人ホーム入所者が製作した作
品も披露されました。細やかな手作業が必要なハワイ
アンキルトは、地域の高齢者たちが作成。企画展を訪れ
た関口和

かず

惠
え

さん（75）＝南方町沼崎＝は「頑張って作っ
た作品を発表する場があることは良いですね」と笑顔
で話しました。
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■会計別予算額

　

歳
出
は
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
、障
が
い

者
に
対
す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
に
使
わ
れ

る
民
生
費
が
１
３
０
億
４
７
９
５
万
円
と

最
も
多
く
、次
い
で
市
民
を
守
る
消
防
・
救

急
な
ど
の
消
防
費
、市
の
管
理
業
務
で
あ

る
総
務
費
、議
会
運
営
関
連
経
費
で
あ
る

議
会
費
を
合
わ
せ
る
と
67
億
４
３
４
７
万

円
、大
規
模
な
事
業
の
実
施
に
充
て
た
借

入
金
返
済
の
公
債
費
が
63
億
１
３
９
８
万

円
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、市
政
の
基
本
的
な
施
策
経
費

で
あ
る
一
般
会
計（
※
１
）の
ほ
か
、国
民

健
康
保
険
事
業
な
ど
５
つ
の
特
別
会
計

（
※
２
）と
病
院
事
業
な
ど
４
つ
の
企
業
会

計（
※
３
）が
あ
り
ま
す
。会
計
ご
と
の
予

算
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
市
の
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算

額
は
、４
３
５
億
７
１
０
８
万
円
で
、前
年

度
に
対
し
て
10
億
１
９
６
４
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付
金

が
２
０
１
億
５
３
８
５
万
円
、国
・
県
支
出

金
が
80
億
２
９
７
１
万
円
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
２
８
１
億
８
３
５
６
万
円
と
歳

入
合
計
の
約
65
％
を
占
め
て
お
り
、依
然

と
し
て
国
や
県
な
ど
へ
の
依
存
度
が
高
い

状
態
に
あ
り
ま
す
。

435億7108万円 53.5％
209億7133万円 25.8％

　国民健康保険特別会計 95億6573万円 11.8％
　後期高齢者医療特別会計 8億2601万円 1.0％
　介護保険特別会計 105億6930万円 13.0％
　土地取得特別会計 1028万円 0.0％
　宅地造成事業特別会計 1万円 0.0％

168億6497万円 20.7％
　水道事業会計 35億7177万円 4.4％
　下水道事業会計 45億4768万円 5.6％
　病院事業会計 82億963万円 10.1％
　老人保健施設事業会計 5億3589万円 0.6％

814億738万円 100％

■一般会計歳入予算

■一般会計歳出予算
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☎

１

２

４

５

３

小学校再編に伴い、
統合校の校舎として
予定している東和中
学校の改修に向けた
設計をします。

新生児に市内産の
森林認証材で作った
「木のおもちゃ」を贈
呈し、木育の推進と木
材利用を促進します。

救急災害に対応する
ため、高度救命資機
材などを配備した高
規格救急自動車を配
置し、市民の安全を確
保します。

耐用年数が経過
し、老朽化が著し
い佐沼大網地区の
市営住宅を建て替
え、集約します。

米山総合支所を含め
た公共施設について
複合化し、持続可能
な多世代が交流でき
る拠点づくりをします。
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「
第
12
回
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
大
賞
受
賞
式
」は
２
月
17
日
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
で

開
か
れ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」の
舞
台
に

な
っ
た
登
米
市
と
気
仙
沼
市
が
準

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
大

賞
は
、ロ
ケ
地
や
グ
ル
メ
を
テ
ー

マ
に
し
た
雑
誌「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ジ
ャ
パ
ン
」が
、一
年
で
最
も
地
域

を
盛
り
上
げ
た
作
品
と
そ
の
地
域

を
表
彰
す
る
も
の
。当
日
は
、感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、市
役
所
迫

庁
舎
と
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
い
で
実
施
し
ま
し
た
。33
作
品

67
地
域
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
中
か
ら

支
持
率
と
行
楽
度
、撮
影
サ
ポ
ー

ト
度
、地
域
の
変
化
で
評
価
さ
れ
、

計
６
作
品
８
地
域
が
入
賞
。グ
ラ

ン
プ
リ
は
、映
画「
花
束
み
た
い
な

恋
を
し
た
」で
東
京
都
調
布
市
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
は「
ロ
ケ
支
援

の
取
り
組
み
が
、市
民
や
全
国
の

ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
な
ど
多
く
の
皆
さ

ま
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
何
よ
り

う
れ
し
い
。お
か
え
り
モ
ネ
で
は
、

『
森
の
ま
ち
登
米
』と
し
て
歴
史
や

文
化
、食
や
伝
統
芸
能
な
ど
た
く

さ
ん
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
た
。今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、

今
後
も
ロ
ケ
地
と
し
て
の
市
の
魅

力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
」

と
、受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
回
の
受
賞
を
励
み

に
、今
後
も
ロ
ケ
地
と
し
て
市
の

魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

４
月
６
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日

間
、全
国
一
斉
に「
春
の
交
通
安
全

運
動
」が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、次
の
４
項
目
を
運
動
の

重
点
に
掲
げ
、各
地
区
の
街
頭
指

導
な
ど
、関
係
機
関
・
団
体
と
交
通

安
全
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

❶
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

❷
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶

な
ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

❸
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の

徹
底
と
安
全
確
保

❹
交
差
点
と
交
差
点
付
近
の
交
通

事
故
防
止

　

４
月
以
降
、幼
児
や
児
童
の
歩

行
中
の
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。自
動
車
や
自
転

車
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩

行
者
に
配
慮
し
た
運
転
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、歩
行
者
の
皆

さ
ん
も
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
道

路
を
横
断
す
る
、夜
間
に
外
出
す

る
際
は
常
に
反
射
材
を
身
に
着
け

る
な
ど
、自
ら
の
安
全
を
守
る
交

通
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た

県
自
転
車
安
全
利
用
条
例
で
は
、

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
な
ど
へ
の

加
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。自

転
車
は
身
近
な
交
通
手
段
で
す

が
、道
路
を
通
行
す
る
と
き
は
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、安
全
な
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
動
車
や
自
転
車
な
ど
を
運
転

す
る
と
き
は
、飲
酒
運
転
が
引
き

起
こ
す
事
故
の
重
大
性
を
十
分
に

認
識
し
ま
し
ょ
う
。

迫
町
佐
沼
字
中
江
一
丁
目
〜

五
丁
目

４
月
１
日
〜
令
和
６

年
３
月
31
日

❶
命（
死
亡
事
故
に
直
結
）

❷
家
族（
家
族
離
散
）

❸
仕
事（
会
社
か
ら
解
雇
）

❹
社
会
的
信
用（
マ
ス
コ
ミ
報
道
）

❺
免
許（
免
許
取
消
）

❻
お
金（
罰
金
や
遺
族
補
償
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８
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❶賃金は、実働８時間を基準とします❷作業料金は１作業のみの料金です。複数の作業や未整備田（開田など）、地形、地質、作業内容など、
通常と異なる場合は双方協議の上、決めてください❸区画の考え方は、ほ場ではなく作業面積による区画です（例：１㌶区画内で20㌃だけ
作業する場合は「30㌃未満」の区画料金を適用）　※料金表は各総合支所で配布するほか、市公式ホームページにも掲載しています

農業委員会事務局（農政総務係） ☎0220（34）2317
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　市は2021年２月に策定した病院事業中長期計画
で、市民病院を主に市立３病院の急性期医療を担う
病院として位置付けました。これにより、重症患者
の受け入れやさまざまな手術への対応が増えたこ
とで、本年度の月平均の手術件数は56.2件と、前年の
49.7件から6.5件増えるなど、地域の基幹病院として
の機能も充実してきています。
　また、災害拠点病院として、災害時などの受け入れ
体制や広域的な災害が発生した地域に派遣するため
の医療チーム（DMAT）などを整備しています。20年
に宮城県南部で水害があった際は、救護班を含める
と５日間、丸森町などでの医療救護を支援するなど、
広域的な医療体制維持の役割も担っています。

医療局経営管理部経営管理課（管理係）　☎0220（21）6888

　当院では皆さんが安心して暮らせる地域を目指
し、診療科医師の協力によるバックアップ体制の強
化などにより、対応が難しい脳血管疾患や心疾患、小
児や産科救急などを除く患者受け入れの応需率（※）
向上に努めています。
　救急患者受け入れ要請に対する応需率は、21年度
11 月末現在で87.4％と、17年度の79.7％と比較する
と7.7% 向上しました。
　また、応需率の向上に併せて17年度は５分48秒
だった救急患者を受け入れるまでの平均所要時間
は、21年度には４分54秒と大幅に短縮し、改善してい
ます。

安心して暮らせる地域を目指して̶

■

市民病院医事課　☎0220（22）5511
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊎
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

　

☎

◉

☎

㊋

㊌

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

　☎

  ◉
◉

☎

▶

に
支
障
が
出
て
い
る
が
必
要
な
医

療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用

し
て
い
な
い
人
、ま
た
、そ
の
家
族

も
訪
問
し
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。認
知
症
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

は
、認
知
症
専
門
員（
サ
ポ
ー
ト

医
）と
認
知
症
の
専
門
知
識
や
豊

富
な
ケ
ア
経
験
を
持
つ
メ
ン
バ
ー

で
構
成
し
た
支
援
チ
ー
ム
で
す
。

早
期
に
専
門
医
療
機
関
の
受
診
・

治
療
に
つ
な
げ
、適
切
な
医
療
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
の
対
象
は
40
歳
以
上
で
、

自
宅
で
生
活
し
て
い
る
認
知
症
の

人
や
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
の
ほ

か
、診
断
を
受
け
て
い
な
い
人
や

治
療
を
中
断
し
て
い
る
人
、生
活
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迫
　佐沼地区地域づくり事業「さぬまの文化・歴史講演会」が
２月６日、迫公民館で開かれました。
　講演会は、「まぼろしの郷土芸能『佐沼鹿踊』の再興」と題
し佐沼鹿踊伝承会の大場勘

かん

市
いち

会長が講演。大場会長は「郷土
芸能を絶やさないため、住んでいる地域の郷土芸能の歴史
を知ってほしい。今後も後継者の育成に力を入れたい」と話
しました。講演後は伝承会による佐沼鹿踊の実演があり、参
加者は迫力のある音と踊りに見入っていました。

登米
　「親子クッキング教室」は２月11日、登米公民館で開か
れ、４組の親子が参加しました。
　クッキング教室は、バターやきび砂糖、市内産の米粉など
を用いたクッキーを親子が協力して調理。クッキーの焼け
る香りが教室中に漂い出すと、児童からは「おいしそうない
い香り」などの声が上がり、焼き上がりを待ちきれない様子
でした。出来上がったクッキーは瓶やパックなどの容器に
詰め、シールなどで思い思いに装飾しました。

東和
　「成人教育事業ボーリング教室」（米谷公民館主催、齋藤茂

しげ

春
はる

館長）は１月20、27日と２月３日、石巻市プレナミヤギ
で開かれ、地域住民７人が参加しました。
　教室は、講師からボーリングと健康維持の関係性につい
ての講話を聴講。座学の後に試合形式でボーリングをプ
レーしました。参加者からは「日頃の運動不足が解消でき
た。ぜひ来年度も参加したい」という声が多く上がり、ボー
リングを楽しみながら運動と健康について学びました。

中田

TOWNS TOPICS

　「実社会で役立つパソコン教室」（浅水コミュニティ運営
協議会主催、羽生進

すすむ

会長）は２月５日、浅水ふれあいセン
ターで開かれ、６人が受講しました。
　教室は、近年の情報機器などの普及に対応できるよう、
自由にパソコンを学べる環境を提供する目的で開催。参加
者の年齢やレベルに合わせた受講内容で実施されました。
ワードやエクセルの使い方など、テキストを使った指導に
参加者らは熱心に耳を傾けていました。
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豊里
　「サケの放流体験」（北上川漁業協同組合豊里支部主催）は
２月15日、豊里水辺の公園で開かれ、豊里小中の５年61人
がサケの稚魚を旧北上川に放流しました。
　放流体験は、生き物や自然から生命の大切さを学んでも
らうことが目的。児童は、水槽の中を元気に泳ぎ回る稚魚を
観察。その後バケツに入れた稚魚約20万匹を川に放流し
ました。児童たちは川を下ったサケが無事に成長し、数年後
に大きくなって帰ってくることを願いました。

石越
　「石越にじいろこども園への交通安全啓発物品寄贈」（石
越地区交通安全母の会主催、金澤いく子

こ

会長）は2月24日、
同園で実施され、交通安全母の会から園児へハンカチが寄
贈されました。
　寄贈されたハンカチは、交通ルールを守ることを呼び掛
けながら横断歩道を渡るカエルのキャラクターをプリン
ト。園児たちは、ハンカチを使う度に交通安全について意識
することができます。

津山
　津山中学校（千坂佳

か

織
おり

校長、生徒84人）の「車椅子贈呈式」
は２月28日、同校で開かれ、厚生委員の熊谷多

た

笑
え

さん（３年）
と西條楓

あき

菜
な

さん（２年）が特別養護老人ホーム柳風園の阿部
一
いち

郎
ろう

園長に車椅子を贈呈しました。　
　同校では、毎月28日を地域貢献のために募金をする「つ
やまの日」と定め、小遣いやプルタブを集めるなど取り組め
る善意を３年間積み重ねてきました。阿部園長は「善意をあ
りがとう。大切に使います」と話しました。

米山
　女川原子力発電所の事故を想定した「原子力防災訓練」は
２月10から12日まで、県内各所で実施され、市内では発電
所から30㎞圏内の豊里と津山町域からの住民などが参加
しました。
　訓練では、避難者に指定の避難所を案内する避難所受付
ステーションを米山総合支所前に設置。豊里町からの避難
者が受付ステーションに来ると、担当者が氏名などから避
難先を確認し、指定された避難所へ誘導しました。
　

南方
　「いきいき健康サークル」（スポーツクラブみなみかた主
催、高橋充

みつ

会長）は２月15日、南方中央運動広場で開かれ、
同会員ら30人が参加しました。
　健康サークルは、心と体の健康づくりを目的にグラウン
ドゴルフを実施。参加者は仲間との交流を深めながら腕を
競い合いプレーを楽しみました。熟練された技術から好プ
レーが出ると「ナイスショット」などとお互いをたたえまし
た。
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Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　市図書館（室）で本を借りるには、利用者登録が必
要です。市内に在住・在勤・在学していれば誰でも登
録し、利用できます。利用者登録の際には、免許証な
ど本人確認ができるものを持参ください。一度登録
すると、市内全ての図書館（室）で、本を借りることが
できます。

図書館（室）
ごと10冊まで

貸し出し日
の翌日から14日間
※団体にも貸し出して
います

　図書館（室）の本を除菌することができる除
菌機を市内図書館（室）に設置しています。本を
入れてボタンを押すだけで、簡単に紫外線で除
菌できます。操作方法が分からない場合は操作
時に問い合わせください。
※利用は市図書館（室）の本に限ります
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　154㌢でＡ型です。
　東和町にある介護事業所に介護

職員として勤めています。幼少期の曽祖父母
との楽しい思い出が心に残っていて、高齢者
の介護をする仕事に興味を持ちました。職場
は認知症の人のお世話をするところなので、
利用者さんが不安にならないよう声掛けや
接し方に気を付けたり安心してもらえるよ
う丁寧に話を聞いたりすることなどに気を
配っています。利用者さんの感情の変化に戸
惑うこともありますが、お世話をした時のあ
りがとうの一言でやる気が湧いてきます。

　平らなところでつまずくな
どおっちょこちょいなところがあります。み
んなと一緒になって騒ぐこともありますが、
静かに読書をすることも好きで、友人からは
オンとオフの差が激しいといわれます。

家族や友人とショッピングをし
たりカラオケをしたりすることが多いです。

楽器の演奏ですね。母の影響もあ
り、小学生の時はトランペットを、中学から
はクラリネットをやっています。

　優しくて一緒にいて楽し
い人が良いなと思います。

　コロナが落ち着い
たら、友人たちと一緒に京都や大阪方面へ旅
行に行きたいですね。

　おかえりモネの放
送で見どころを全国に発信することができ
て良かったと思います。もっと魅力を引き出
すことができるように、住んでいる私たち一
人一人がもっと地域のことを知っておかな
ければならないなと思います。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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Dream
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2021年2月3日生まれ
迫町・東表　達徳さんの三女

ちゃん（1歳）

タオルとジュースが大好きな架虹。 
２、３歩あんよできたね。 姉妹３人
がそろうと笑顔いっぱいです。

Monthly Hot Communication

Child

父の職業に憧れを抱いて
　私の将来の夢は「中学校教師」です。父は
高校教師で、毎日遅く帰宅し、とても大変そ
うです。しかし、父は高校での出来事を楽し
そうに話してくれます。その姿を見て、教師
という職業に興味を持ちました。身近にい
る教師といえば、中学の先生です。中学には
教科ごとに先生がいて、部活動でも顧問の
先生がいます。日々、生徒たちと楽しそうに
授業や部活動をしているのを目にします。
疲れも見せずに接する様子に、教師への夢
をさらに強く持つようになりました。
　私が教師になったら、叶えたい夢があり
ます。現在、さまざまな事情から授業を受け
られない子どもが増えていると聞きまし
た。一人でも多く授業を受けさせたいです。
また、一人一人に分け隔てなく接し、全員が
楽しめるような授業を行いたいです。その
ために、多くの人と関わって、交流すること
が大切だと思います。周りの人たちから信
頼され、笑顔にできる教師になりたいです。

白ごはんとメイク道具が大好きなプ
クプクおませちゃん。大きくなった
らママとメイクを楽しもうね。

ちゃん（１歳）

2020年7月4日生まれ
豊里町・上町　裕美さんの長女

2019年9月22日生まれ
南方町・狼掛　寛瀬さんの長男・次男
双子の男の子です。毎日元気で家族
みんなを明るくしてくれます。これ
からも元気に育ってね。
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知
り
合
い
に
紹
介
さ
れ

だ
ん
だ
よ
。積
極
的
な
人
だ
な
と

思
っ
た
ね
。優

し
く
て
す
ら
っ
と
し

て
い
て
、格
好
良
い
人
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。時
間
を
見
付
け
て
は
、

会
い
に
行
き
ま
し
た
ね（
笑
）。

鈍
行
列
車
で
那
須
に
旅

行
し
た
の
が
良
い
思
い
出
で
す
ね
。

東
北
中
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た

ね
。

★

私
が
分
か
ら
な
い
こ
と

を
な
ん
で
も
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

る
の
で
頼
り
に
な
り
ま
す
ね
。

明
る
い
性
格
で
、い
ろ
い

　　

「
ふ
る
さ
と
は
私
の
心
力
」

　

中
学
校
卒
業
を
機
に
ふ
る
さ
と

で
あ
る
佐
沼
を
離
れ
55
年
が
た
ち

ま
す
。私
の
生
家
は
、佐
沼
高
校
の

前
で
青
果
や
菓
子
を
扱
う
小
売
業

を
し
て
お
り
ま
し
た
。裏
庭
に
井

戸
が
あ
り
、栗
の
木
や
柿
の
木
を

は
じ
め
、畑
で
は
多
く
の
野
菜
を

作
り
、小
屋
に
は
鶏
、豚
、ヤ
ギ
、ウ

サ
ギ
ま
で
飼
育
し
て
お
り
、あ
る

意
味
で
食
の
需
要
を
考
え
た
ご
く

当
た
り
前
の
半
農
的
生
活
を
し
て

い
た
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
時
代
は
家
で
遊
ぶ
こ
と

は
な
く
自
然
全
て
が
遊
び
場
、迫

川
で
は
仲
間
と
泳
ぎ
、山
で
木
の

実
や
ア
ケ
ビ
を
食
べ
、長
沼
で
は

ジ
ュ
ン
サ
イ
採
り
。遊
び
道
具
も

全
て
手
作
り
。柳
の
木
で
刀
を
作

り
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
、杉
鉄
砲
・

ゴ
ム
鉄
砲
で
撃
ち
合
い
、ビ
ー
玉
、

ぱ
っ
た
で
競
い
、ザ
リ
ガ
ニ
、ド

Monthly Hot Communication

One's Home

ろ
な
こ
と
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
る
ね
。二

人
と
も
い
ろ
い
ろ
な
役

を
や
っ
て
い
る
け
ど
、お
互
い
干

渉
し
過
ぎ
な
い
こ
と
が
な
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
こ
と
で
す
ね
。

古
文
書
の
勉
強
や
庭
木
の

手
入
れ
、あ
れ
や
こ
れ
や
と
忙
し

く
も
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
る
ね
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
だ
ね
。

二
人
で
毎
日
午
前
中
は
ず
っ
と
腕

を
磨
い
で
る
ね
。

二
人
と
も
健
康
で
、楽
し

く
元
気
に
長
生
き
し
た
い
ね
。

二
人
元
気
で
楽
し
く
長
生
き
し
た
い
ね

ジ
ョ
ウ
、フ
ナ
、ナ
マ
ズ
釣
り
と
挙

げ
れ
ば
切
り
が
な
い
ほ
ど
に
恵
ま

れ
、子
ど
も
と
し
て
遊
ぶ
べ
き
こ

と
は
全
て
や
り
尽
く
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
中
学
に
進
む
や
否
や
、

父
親
と
兄
の
影
響
で
剣
道
を
志
し
、

毎
日
の
よ
う
に
夕
暮
れ
時
に
な
る

ま
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
没
頭
し
ま
し

た
。帰
宅
す
る
と
夕
飯
が
早
い
か
、

う
た
た
寝
が
先
か
疲
れ
果
て
て
倒

れ
こ
む
よ
う
に
布
団
に
入
る
日
々

で
し
た
。

　

こ
れ
が
幸
運
に
も
高
校
・
大
学

と
さ
ら
に
高
み
を
求
め
続
け
、気

が
付
け
ば
古
希
に
な
る
現
在
も

学
生
と
共
に
心
地
よ
い
汗
を
流

し
、「
師
弟
同
行
の
道
」を
歩
ん
で

お
り
ま
す
。私
は
剣
道
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。事
に
及

ん
で
相
手
と「
合
気（
力
を
合
わ
せ

る
）」に
な
る
こ
と
。こ
こ
ぞ
と
い

う
時
に
は「
捨
身（
全
身
全
霊
を
か

け
る
）」に
な
る
こ
と
。そ
の
後
は
、

油
断
無
き
よ
う「
残
心（
次
な
る
準

備
）」を
示
す
こ
と
な
ど
実
社
会
で

生
き
る
す
べ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は「
剣
は
心
な

り
」の
教
え
を
念
頭
に
、生
涯
剣
道

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
沼
に
生
ま
れ
育
っ
て
半
世
紀
、

「
ふ
る
さ
と
と
剣
道
」は
私
の
人
生

に
と
っ
て「
心
力
」で
あ
り
、終
生

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
で
す
。
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今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

季
節
の
果
物
を
使
用
し
た
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
は
、旬
の
味
が
楽
し

め
る
お
す
す
め
商
品
で
す
。今
の

季
節
は
地
元
産
イ
チ
ゴ
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
イ
チ
ゴ
ソ
フ
ト
を
販
売

し
て
お
り
、甘
さ
の
中
に
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
程
よ
い
酸
味
が
あ
る
人

気
商
品
で
す
。

　

ま
た
、イ
チ
ゴ
の
大
福
も
お
す

す
め
で
す
。鮮
や
か
な
桜
色
を
し

た
大
福
餅
で
、甘
さ
を
控
え
た
さ

ら
さ
ら
と
し
た
口
ど
け
の
こ
だ
わ

り
の
こ
し
あ
ん
が
ぎ
っ
し
り
入
っ

て
い
ま
す
。イ
チ
ゴ
の
酸
味
と
あ

ん
こ
が
よ
く
合
う
と
人
気
で
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
、道
の
駅
米
山

西
隣
の
圃
場
で「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

観
賞
」を
開
催
し
ま
す
。今
年
も

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
は
中
止
し
ま
す

が
、60
種
10
万
球
の
球
根
を
植
え

付
け
、圃
場
一
面
に
広
が
る
色
彩

豊
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
と
も
に

皆
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
準
備

し
て
い
ま
す
。期
間
中
は
球
根
販

売
も
し
て
い
ま
す
。雨
天
時
な
ど

圃
場
の
状
態
が
悪
い
場
合
は
販
売

を
見
合
わ
せ
ま
す
の
で
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７
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☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

県
内
ま
た
は
岩
手
県
一

関
市
内
に
あ
る
高
校
の
在
校
生

❶
１
年
以
内
に
制
作

（
模
写
な
ど
を
除
く
）し
た
油
彩

画
、水
彩
画
、日
本
画
、版
画
な
ど
、

壁
面
に
展
示
可
能
な
も
の
で
未
発

表
の
作
品
❷
キ
ャ
ン
バ
ス
サ
イ
ズ

は
10
〜
30
号
、パ
ネ
ル
サ
イ
ズ
は

　

企
画
展「
恩
田
と
き
子こ

人
形
展

〜
幼
子
の
風
景
〜
」を
開
催
し
ま

す
。本
市
出
身
の
創
作
人
形
作
家
・

恩
田
と
き
子
氏
が
亡
く
な
り
、10

年
余
り
が
た
ち
ま
し
た
。今
回
の

企
画
展
で
は
、当
館
に
収
蔵
し
て

い
る
恩
田
氏
が
製
作
し
た
人
形
の

中
か
ら
、子
ど
も
た
ち
を
題
材
と

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

恩
田
氏
の
作
品
に
登
場
す
る
子

ど
も
た
ち
の
表
情
は
ど
れ
も
温
か

く
、優
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
12
日（
土
）〜
５

月
８
日（
日
）／
毎
週
月
曜（
月
曜

が
祝
日
の
場
合
は
、翌
平
日
）休
館

歴
史
博
物
館

無
料

市
歴
史
博
物
館

Ｂ
３
〜
Ａ
１
判
❸
作
品
は
額
装
を

基
本
。奥
行
き
は
６
㌢
程
度
ま
で

（
額
縁
含
む
）

１
人
１
点（
作
品
の

共
同
制
作
は
不
可
）

無
料出

品
予
定
数
連
絡
票

と
出
品
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
学
校
ご
と
に
取
り
ま
と

め
、郵
送
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

▼
出
品
予
定
数
連
絡

票
＝
４
月
15
日（
金
）〜
25
日（
月
）

▼
出
品
申
込
書
、作
品
＝
４
月
15

日（
金
）〜
５
月
６
日（
金
）

５
月
５
日（
木
）、６

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

中
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い中

田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
３
階
展
示
室
）

５
月
26
日（
木
）〜
29

❶ ❷

❸ ㊍

㊏ ㊐
㊎ ㊍

▶ ㊍ ㊊
▶ ㊏ ㊍

㊎ ㊊ ㊐

☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

■３
便
＝
始
発
を
20
分
早
め
、午
前

９
時
25
分
発
に
変
更
／
６
便
＝
始

発
を
４
分
遅
ら
せ
、午
後
４
時
16

分
発
に
変
更

■８
便
＝
始
発
を
３
分
早
め
、午
後

４
時
11
分
発
に
変
更

■８
便
＝
始
発
を
４
分
早
め
、午
後

４
時
６
分
発
に
変
更

※
こ
の
ほ
か
、米
山
登
米
線
、米
山

佐
沼
線
、登
米
線
、東
西
循
環
線
、

津
山
線
、新
田
線
、石
越
線
の
一
部

の
便
で
所
要
時
間
の
変
更
が
あ
り

ま
す

▼
追
加
＝

中
心
市
街
地
循
環
線
全
便
／
佐
沼

郵
便
局
前
バ
ス
停
、萩
洗
バ
ス
停
、

飯
島
バ
ス
停
▼
移
設
＝
東
西
循
環

線
、石
越
線
全
便
／
今
堂
バ
ス
停

▼
移
設
、ル
ー
ト
変
更
＝
津
山
線

全
便
／
日
根
牛
バ
ス
停

※
変
更
後
の
位
置
や
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
いま

ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」「
ふ
る
さ
と
へ
の

思
い
」「
お
ら
ほ
の
道
の
駅（
物
産
、

産
直
）」「
ま
ち
の
文
芸
」コ
ー
ナ
ー

を
今
号
で
終
了
し
ま
す
。

　

今
後
も
広
報
紙
を
含
め
、市
公

式
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
、皆
さ
ん
の
役

に
立
つ
市
政
情
報
の
発
信
に
努
め

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　

４
月
１
日
か
ら
、利
便
性
向
上

な
ど
の
た
め
、市
民
バ
ス
運
行
ダ

イ
ヤ
の
改
正
と
バ
ス
停
留
所
の
変

更
を
実
施
し
ま
す
。改
正
後
の
運

行
ダ
イ
ヤ
は
、毎
戸
に
配
布
す
る

「
登
米
市
市
民
バ
ス
運
行
時
刻
表
」

か
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

■４
便
＝
始
発
を
10
分
早
め
、午
後

０
時
38
分
発
に
変
更

■４
便
＝
始
発
を
10
分
早
め
、午
前

11
時
15
分
発
に
変
更

■４
便
＝
始
発
を
７
分
早
め
、午
後

３
時
３
分
発
に
変
更

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地
域

づ
く
り
推
進
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

　

広
報
と
め「
Ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
」の
構

成
が
５
月
号
か
ら
変
更
に
な
り
ま

す
。紙
面
の
見
直
し
に
よ
り
、「
図

書
情
報
」「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
祝
１
０
０
歳
」「
９
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｓ 

日（
日
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

６
時（
29
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

無
料

▼
大
賞
１
点
▼
優
秀
賞
２

点
▼
優
良
賞
４
点
程
度
▼
奨
励
賞

５
点
程
度

５
月
29
日（
日
）午
後
３

時
30
分
〜
／
中
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
３
階
展
示
室
）

ま
ち

▶

▶

☎

季節の花苗・野菜苗

大量入荷しました

※写真はイメージです
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

芸
術
文
化
団
体
が
、令
和

５
年
度
に
市
内
で
音
楽
、伝
統
芸

能
、美
術
、文
芸
な
ど
の
大
会
を
全

国
的
な
規
模
で
実
施
す
る
も
の

次
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額（
40
万
円
を
上
限
）❶

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

❷
全
体
経
費
か
ら
協
賛
金
を
除
く

諸
収
入
を
控
除
し
た
額（
補
助
対

象
額
）の
２
分
の
１
。た
だ
し
、そ

の
額
を
協
賛
金
が
上
回
る
場
合

は
、補
助
対
象
額
か
ら
協
賛
金
を

控
除
し
た
額

９
月
30
日（
金
）

※
令
和
４
年
度
事
業
分
は
、受
け

付
け
を
終
了
し
て
い
ま
す

※
事
前
に
提
出
書
類
な
ど
に
つ
い

て
相
談
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
地

域
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

令
和
５
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
の
建
設
や
改
修
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。❶集

会
施
設
の
建

設
、購
入
❷
集
会
施
設
の
修
繕
、模

様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

む
）、増
築

補
助
率
２
分

の
１
以
内
で
❶
新
築
＝
１
千
万

円
❷
修
繕
、模
様
替
え
な
ど
＝

２
５
０
万
円

❶
門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
、購
入
費
❷
用
地

の
取
得
費
❸
既
存
の
建
物
の
解
体

費
❹
備
品
費
な
ど

10
月
31
日（
月
）

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、対
象
経
費
な

ど
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。補

助
率
・
上
限
額
な
ど
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。要
望
金
額
の

合
計
が
予
算
を
超
え
た
場
合
、優

先
基
準
に
基
づ
き
補
助
団
体
を
決

定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

近
年
、市
内
で
の
ク
マ
の
出
没

が
増
え
て
い
ま
す
。春
を
迎
え
、山

菜
や
農
作
物
を
求
め
て
集
落
付
近

に
出
没
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

次
の
行
動
を
参
考
に
、被
害
を
未

然
に
防
い
で
く
だ
さ
い
。

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、産

業
経
済
部
農
林
振
興
課
か
最
寄
り

の
総
合
支
所
、警
察（
１
１
０
番
）

に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す

■
　

Ｆ
Ｍ
放
送
や
防
災
メ
ー
ル
な
ど

で
ク
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
し
、

出
没
地
域
に
は
近
付
か
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。山
林
へ
入

る
際
は
、鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音

が
出
る
も
の
を
携
帯
し
、自
分
の

存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
　

ク
マ
は
食
べ
物
を
求
め
て
集
落

付
近
に
出
没
し
ま
す
。生
ご
み
や

野
菜
く
ず
は
人
家
の
周
り
や
農
地

に
放
置
せ
ず
、土
中
深
く
に
埋
め

る
な
ど
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、山
際
や
集
落
付
近
の
や

ぶ
、耕
作
放
棄
地
な
ど
の
刈
り
払

い
を
し
、見
通
し
を
良
く
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。ク
マ
の
隠
れ
る

場
所
が
無
く
な
り
集
落
に
近
付
き

に
く
く
な
り
ま
す
。

■
　

遠
く
に
い
る
場
合
は
、落
ち
着

い
て
静
か
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。近
く

に
い
る
場
合
は
、騒
が
ず
ゆ
っ
く

り
後
退
し
て
距
離
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、子
グ
マ
を
見
て
も
決

し
て
近
付
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

近
く
に
母
グ
マ
が
い
る
場
合
が
多

く
大
変
危
険
で
す
。

　

ク
マ
が
襲
っ
て
き
た
場
合
は
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た

め
、両
腕
で
顔
面
や
頭
部
を
覆
い
、

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

令
和
３
年
度
に
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、令
和
４
年
度
も
在
学
予
定
の

人
に
は
、４
月
上
旬
に
は
が
き
で

学
生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
、引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

る
場
合
は
、在
学
証
明
書
や
学
生

証
の
写
し
を
提
出
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、は
が
き
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、返
送
く
だ
さ
い
。

な
お
、学
生
納
付
特
例
制
度
の
利

用
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６
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☎ ☎ ☎ ☎

直
ち
に
う
つ
ぶ
せ
に
な
る
な
ど
防

御
姿
勢
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

産
業
経
済
部
農
林

振
興
課（
農
村
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

令
和
５
年
度
に
実
施
す
る
、地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

次
の
❶
〜
❹
全
て
の

要
件
に
該
当
す
る
団
体
❶
市
内
に

活
動
の
拠
点
が
あ
る
❷
構
成
員
が

５
人
以
上
❸
運
営
や
組
織
に
関
す

る
規
約
や
会
則
を
定
め
て
い
る
❹

政
治
活
動
、宗
教
活
動
ま
た
は
営

利
を
目
的
と
し
て
い
な
い

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
相
談

く
だ
さ
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
、２
年
を

限
度

補
助
率
２
分
の
１

以
内
で
、50
万
円
を
上
限
に
補
助
。

た
だ
し
、事
業
期
間
が
複
数
年
度

に
わ
た
る
場
合
、２
年
目
は
３
分

の
１
以
内

９
月
30
日（
金
）

㊏
㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊎

㊐

◉
❶ ❷
❸ ❹

☎

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

行
政
区
や
町
内
会
な
ど
が「
令

和
３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業（
宝
く
じ
助
成
事
業
）」で
、備

品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。こ
の

事
業
は
、自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
受
託
収
入
を
財
源
に
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
な
ど
の
健
全

な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
古
宿
行

政
区
＝
テ
ン
ト
、ス
ピ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト

な
ど
▼
狼
掛
行
政
区
＝
プ
ロ
ジェク

タ
ー
、パ
ソ
コ
ン
な
どま

ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

総
務
省
に
よ
る
７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ

帯
の
周
波
数
再
編
に
よ
り
、４
月

21
日
か
ら
試
験
電
波
が
発
射
さ

れ
、市
内
の
一
部
地
域
で
テ
レ
ビ

放
送
が
正
常
に
視
聴
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
受
信
へ
の
影
響
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
へ
は
、

試
験
前
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

す
。ま
た
、対
策
が
必
要
な
可
能
性

の
高
い
世
帯
に
は
、工
事
作
業
者

が
直
接
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。対

策
費
用
は
全
て
同
協
会
が
負
担
し

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
に
対
す
る
費

用
請
求
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
を
装
っ
た

詐
欺
行
為
や
悪
徳
商
法
な
ど
に
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
年
中
無
休
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

０
１
２
０（
７
０
０
）０
１
２

☎
０
５
０（
３
７
８
６
）０
７
０
０

▶

、

下田中53番地8 0220-23-8688
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で
迫
図
書
館
に
展
示
し
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す

迫
図
書
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

❶
宅
地

（
石
越
町
南
郷
字
新
田
１
８
１
―

19
／
１
４
０
・
97
平
方
㍍
）、最
低

売
却
価
格
98
万
７
千
円
❷
宅
地

（
石
越
町
南
郷
字
新
田
１
８
１
―

20
／
１
３
０
・
99
平
方
㍍
）、最
低

売
却
価
格
91
万
７
千
円

３
月
17
日（
木
）〜
４

月
14
日（
木
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）の
期
間
、総
務
部
総
務
課（
迫

庁
舎
２
階
）で
交
付
し
ま
す

申
込
用
紙
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を

添
付
し
て
持
参
く
だ
さ
い

▼
個
人
＝
❶
住
民
票
❷
印
鑑
証
明

書
❸
本
籍
地
の
市
町
村
長
の
発
行

す
る
身
分
証
明
書
❹
身
分
証（
運

転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
の

写
し
）／
各
１
通

▼
法
人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷

代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
／
各
１
通

い
る「
上
杉
文
庫
」の
本
を
紹
介
す

る
ポ
ッ
プ
作
品
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、５
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。入
賞
者
は
、次
の
通
り
。

▼
佐
藤
ほ
の
か（
北

方
小
）

▼
橋
本
明
里（
佐
沼
小
）

▼
鎌
田
桃
花（
佐
沼
小
）▼
石
井
紅

羽（
加
賀
野
小
）

▼
阿
部
美
宥
宇（
中
津

山
小
）▼
小
野
寺
夏
香（
北
方
小
）

▼
佐
竹
果
凛（
新
田
小
）▼
佐
々
木

勇
翔（
宝
江
小
）▼
川
村
心
桜（
米

谷
小
）

▼
大
友
望
愛（
佐
沼
小
）▼

千
葉
知
生（
中
津
山
小
）▼
伊
藤
未

來（
宝
江
小
）▼
佐
藤
花
音（
佐
沼

小
）▼
田
口
真
子（
佐
沼
小
）▼
後

藤
桜
來（
中
津
山
小
）▼
石
川
千
晴

（
中
津
山
小
）▼
鈴
木
利
琉
愛（
佐

沼
小
）▼
佐
藤
友
香（
佐
沼
小
）▼

小
野
寺
泉
水（
上
沼
小
）

※
作
品
は
３
月
18
か
ら
31
日
ま

　

飼
い
主
に
は
、犬
の
登
録
、年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、鑑か

ん

札さ
つ

と

注
射
済
票
を
犬
に
装
着
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場
合
は
、

会
場
で
登
録
手
続
き
の
上
、注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

４
月
４
日（
月
）〜
28
日

（
木
）

１
匹
３
千
円

１
匹
３
１
５
０
円

※
詳
細
は
、毎
戸
に
配
布
す
る「
狂

犬
病
予
防
集
合
注
射
に
つ
い
て
」

を
確
認
く
だ
さ
い市

民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

市
教
育
委
員
会
は「
第
４
回
登

米
市
子
ど
も『
本
の
ポ
ッ
プ
創
作

コ
ン
ク
ー
ル
』」を
開
催
。市
内
の

小
学
校
全
て
の
教
室
に
設
置
し
て

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
る
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

一
定
規
模
以
上
の
防
火
対
象
物

（
事
業
所
）で
は
、防
火
管
理
者
を

選
任
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

講
習
で
は
、防
火
管
理
者
に
必

要
な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。講
習
修
了
者
は
、全
て
の

防
火
対
象
物
で
防
火
管
理
者
に
選

任
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
月
26
日（
木
）、27
日（
金
）

豊
里
公
民
館（
中
ホ
ー
ル
）

60
人８

千
円（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

３
月
29
日（
火
）〜
４

月
５
日（
火
）

日
本
防
火
・
防
災
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
く
だ
さ
い

▼
宮
城
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
２（
２
２
３
）３
６
５
０

▼
消
防
本
部
予
防
課（
予
防
建
築

係
）

☎
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２
２
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２
２
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９
０
０

　

４
月
か
ら
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
が

日
曜
も
休
館
日
に
な
り
ま
す月

曜
〜

金
曜
午
前
９
時
〜
午
後
５
時土

曜
、日

曜
、祝
日
、年
末
年
始

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

　

福
祉
灯
油
購
入
助
成
券
の
有
効

（
使
用
）期
限
は
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

　

期
限
が
過
ぎ
た
助
成
券
は
無
効

で
す
の
で
、ま
だ
使
っ
て
い
な
い

人
は
、早
め
に
使
用
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）
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０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
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市
消
防
署
は
、災
害
に
備
え
て

消
火
栓
バ
ル
ブ
の
開
閉
状
況
や
防

火
水
槽
の
水
量
な
ど
、消
防
水
利

の
点
検
を
実
施
し
ま
す
。交
通
量
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市
は
、結
婚
を
希
望
す
る
独
身

男
女
を
支
援
す
る
た
め
、Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
県
の「
み
や
ぎ
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー『
み
や
マ
リ
！
』」

の
移
動
相
談
会
と
登
録
会
を
、当

セ
ン
タ
ー
と
合
同
で
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

３
月
26
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

迫
公
民
館（
１
階
研
修
室
）

20
〜
49
歳
の
県
内
在
住
・

在
勤
ま
た
は
将
来
的
に
宮
城
県
へ

移
住
予
定
の
独
身
男
女

☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和４年２月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,597 9,580 10,098 19,678 （▲3）

登米 1,746 2,184 2,334 4,518 （▲13）

東和 2,251 2,835 2,931 5,766 （▲22）

中田 5,266 7,535 7,799 15,334 （▲10）

豊里 2,128 3,084 3,157 6,241 （▲19）

米山 2,838 4,268 4,347 8,615 （▲27）

石越 1,532 2,258 2,249 4,507 （▲16）

南方 2,713 4,025 4,199 8,224 （▲14）

津山 1,119 1,441 1,572 3,013 （▲6）

合計 27,190 37,210 38,686 75,896 （▲130）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

「自転車も 乗れば車の 仲間入り」
　自転車に乗る際はヘルメットをかぶりましょう。自転車は
車両です。交通ルールを守りましょう。

（令和４年２月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ４ Ｒ３ 増減数

人身事故
発生件数 14件 18件 ▲4件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 16人 21人 ▲5人

物損事故
発生件数 216件 327件 ▲111件

※Ｒ４年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

令和4年
累計

前年同月

な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て
い
ま
す

が
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
11
日（
月
）〜
５

月
27
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時

消
防
本
部
警
防
課

（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

ラッパ分団長
阿部  義

よ し

孝
た か

さん

☎

１
万
１
千
円（
２

年
間
有
効
）

❶
写
真
付
き
本
人
確

認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）❷
独

身
証
明
書（
戸
籍
抄
本
）❸
収
入
証

明
書（
直
近
の
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

「
み
や
マ
リ
！
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
会
の
申
し
込
み

（
会
員
情
報
登
録
）と
来
所
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い

み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
９
７
）３
０
８
３

※
午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

（
火
曜
、水
曜
、年
末
年
始
休
業
）



編

集

後

記

▼
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
・

食
生
活
は
、心
身
の
健
康
の
重

要
な
基
礎
と
な
り
ま
す
。今
号

で
紹
介
し
た
６
レ
シ
ピ
調
理
動

画
を
参
考
に
調
理
と
食
事
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。健
康

管
理
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
、血
圧
と
脈
拍
計
測
を
続
け
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）向
上
と
脾

経
・
胃
経
の
消
化
力
を
高
め
た

い
で
す
。（
髙
橋
）

▼
生
ま
れ
た
環
境
に
よ
っ
て

は
、将
来
の
選
択
肢
が
狭
め
ら

れ
る
と
い
う
現
実
を
知
り
ま
し

た
。次
世
代
で
も
ま
た
同
じ
こ

と
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
も
。

そ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
誰
も
が
参

加
で
き
る
こ
ど
も
食
堂
の
取
り

組
み
が
再
開
し
ま
し
た
。必
要

と
す
る
人
に
必
要
な
支
援
が
届

く
事
を
願
い
ま
す
。（
佐
々
木
）

▼
広
報
と
め「
Ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
」が

10
年
連
続
で
全
国
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
月
の
情
報
提
供
や
取

材
な
ど
、多
く
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
あ
る
お
か
げ
で
す
。「
Ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
」の
主
役
は
市
民
の
皆
さ

ん
ひ
と
り
ひ
と
り
。こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
市
の
魅
力

を
届
け
て
い
き
ま
す
。（
三
浦
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「食事を提供することが目的ではありません。違
う世代との交流や学習支援などを通した地域づく
りが目標」と話すのは、スマイルむさし理事長の鈴
木さん。スマイルむさしは、もっと登米市をよくし
たい、何かしたいという思いを抱く市内の保健・医
療・福祉に関わっている人や地域のボランティア
が集まり、生活困窮や就労を支援している。
　「生まれた環境で将来が左右されてしまう状況
を何とかしたい」と話す鈴木さんは、子どもたちの
居場所づくりができないかを模索。「こども食堂」
として食事を提供することで孤独の解消や学習支
援、食育などのさまざまな側面を持った地域交流
の場をつくることを決意。2018年10月、子ども
食堂「とめ☆スマイルキッチン」がオープンした。

　しかし、思うように利用者が集まらない。スタッ
フたちは、子ども食堂を始めた理由や取り組みの
内容について、地域の小・中学校や住民へ説明を重
ねた。誰でも利用できる食堂であることを伝える
ため試行錯誤を繰り返すうち、食材の提供やボラ
ンティアで関わる人が増えるなど地域の理解も深
まった。徐々に利用者も増え始めてきたその矢先、
新型コロナが拡大。子ども食堂の扉を閉めざるを
えなかった。
　休止から２年がたった昨年12月。子ども食堂
は規模を縮して再開。「周りの目を気にして助けを
求められない人もいます。困ったときに、遠慮しな
いで声を出すことができるような環境づくりを進
めたい」。子どもたちの未来を守る活動は続く。
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